




























































































































































































会
議
で
、
女
性
の
問
題
そ
の
も
の
を
掲

り
下
げ
、
根
源
的
に
考
え
る
土
壌
が

整
っ
た
と
い
え
る
。
一
方
で
、
根
源
的

に
な
れ
ば
な
る
ほ
と
、
女
性
の
基
本
約

人
権
に
触
れ
る
部
分
も
多
く
、
文
化
、

宗
教
関
で
対
立
が
生
ま
れ
る
な
と
、
新

た
な
難
し
さ
も
あ
る
。

ま
た
、
今
闘
の
会
議
の
特
徴
は

ρη

動
」
が
強
調
さ
れ
て
い
る
点
だ
。
第
一

図
か
ら
一
貫
し
て
掲
げ
て
い
る
「
平
等

.
開
発
・
平
和
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
い

か
に
実
行
に
移
す
か
に
力
点
が
置
か
れ

ヲ
令
。

日
闘
際
婦
人
年
か
ら
二
十
年
経
て
も
男

女
義
別
は
な
か
な
か
解
消
さ
れ
て
い
な

い
現
実
、
十
年
前
の
第
三
何
一
会
議
で
採

択
さ
れ
た
「
西
暦
二

0
0
0
年
に
向
け

て
の
女
性
の
地
位
向
上
の
た
め
の
ナ
イ

ロ
ビ
将
来
戦
略
」
で
倍
げ
ら
れ
た
目
標

も
、
多
く
が
未
達
成
で
あ
る
こ
と
な
ど

が
背
景
に
あ
る
。

日
本
国
内
の
現
状
も
、
そ
の
典
型
と

い
え
る
。
政
府
が
八

O
年
に
「
女
性
に

対
す
る
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
差
別
の
敗
廃

に
関
す
る
条
約
(
女
性
差
別
撤
廃
条

約
)
」
に
署
名
し
た
こ
と
で
、
国
籍
法
の

父
母
両
系
血
統
主
義
へ
の
改
正
、
男
女

雇
用
機
会
均
等
法
の
制
定
、
家
庭
科
の

男
女
共
修
託
が
行
わ
れ
、
制
度
的
に
は

にゅうすふお らむ

平
等
の
条
件
は
整
っ
た
。
し
か
し
、
現

実
に
は
「
氷
河
期
」
と
い
わ
れ
る
女
子
学

生
の
就
職
難
が
あ
り
、
女
性
の
平
均
賃

金
は
男
性
の
約
半
十
分
に
と
ど
ま
っ
た
ま

歩
ふ
ド
ん
。日

本
国
内
は
も
ち
ろ
ん
、
世
界
各
地

轟轟霊

で
、
制
度
上
や
法
的
な
平
等
だ
け
で
な

く
、
「
結
果
の
平
等
」
「
実
質
上
の
平

等
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
ど

の
よ
う
に
実
現
し
て
い
く
の
か
、
北
京

女
性
会
議
の
役
割
は
大
き
い
。

(
一
九
九
五
・
八
・
二
十
了
朝
日
新
聞
)

女
と
男
の
地
球
の
た
め
に

北
京
で
九
月
凹
臼
か
ら
第
四
冨
世
界

女
性
会
議
が
始
ま
る
。
百
八
十
を
超
え

る
国
々
か
ら
、
政
府
の
代
表
や
市
民
ら

約
五
万
人
が
参
加
し
、
史
上
最
大
規
模

の
会
議
と
な
る
。

中
国
に
と
っ
て
も
建
国
以
来
最
大
の

国
際
行
事
だ
ろ
う
。
非
政
府
組
織
(
N

G
O
)
の
受
け
入
れ
や
人
権
問
題
を
め

く
る
米
中
の
対
立
な
ど
、
開
催
前
か
ら

話
題
も
多
い
が
、
会
議
が
伎
界
の
人
権

状
況
を
一
歩
で
も
進
め
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
。

女
性
に
よ
る
女
性
の
た
め
の
会
議
で

は
決
し
て
な
い
。
「
平
和
で
公
正
で
人

間
的
な
世
界
」
を
つ
く
る
の
が
目
的
で
、

女
と
男
の
あ
る
べ
き
関
係
や
地
球
が
直

面
す
る
問
題
が
広
く
討
議
さ
れ
る
。

国
連
は
、
一
九
九
0
年
代
に
入
り
、

環
境
、
人
権
、
人
口
、
社
会
開
発
と

い
っ
た
テ
!
マ
で
国
際
会
議
を
開
催
し

て
き
た
。
女
性
会
議
は
こ
う
し
た
一
連

の
会
議
の
成
果
を
踏
ま
え
て
関
か
れ

る
。
二
十
一
世
紀
に
向
け
、
国
際
社
会

が
H指
す
べ
き
方
向
と
戦
略
を
集
大
成

す
る
場
と
も
い
え
る
。

そ
れ
だ
け
に
、
南
北
問
題
を
め
く
る

対
立
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
際
立
ち
、
宗

教
観
の
違
い
が
影
を
落
と
す
。
採
択
予

定
の
ー
行
動
綱
領
」
の
三
部
が
未
合
意
と

い
う
異
例
の
事
一
態
に
な
っ
て
い
る
。

交
渉
に
あ
た
る
政
府
関
係
者
や
支
援

す
る
N
G
O
の
人
た
ち
の
苦
労
は
大
変

な
も
の
に
な
り
そ
う
だ
が
、
こ
れ
ま
で

の
成
果
を
後
戻
り
さ
せ
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
。
来
世
紀
に
希
望
を
託
せ
る
よ

う
、
一
層
の
膏
起
を
期
待
し
た
い
。

国
際
材
会
は
、
第
一
回
会
議
以
来
、

二
十
年
以
上
も
男
女
平
等
の
実
現
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
足
取

り
は
遅
い
。
法
律
や
制
度
は
改
ま
っ
て

も
、
男
性
中
心
の
意
識
や
討
会
の
慣
行

は
、
な
か
な
か
変
わ
ら
な
い
か
ら
だ
。

世
界
を
見
渡
す
と
、
女
性
を
取
り
巻

く
状
況
は
依
然
厳
し
い
。
途
上
回
の
貧

函
層
や
難
民
の
多
く
は
女
性
だ
。
読
み

書
き
が
で
き
な
い
の
も
圧
倒
的
に
女
性

が
多
い
。
先
進
国
の
女
性
も
高
齢
者
の

介
護
問
題
な
ど
を
拍
悶
え
て
い
る
。

世
界
は
平
和
の
実
現
と
い
う
苦
か
ら

の
課
題
に
加
え
、
新
た
に
環
境
破
壊
、

人
口
爆
発
と
い
っ
た
地
対
規
模
の
問
題

の
解
決
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

人
類
の
生
存
に
か
か
わ
る
こ
う
し
た

問
題
を
男
性
に
任
せ
て
い
て
は
、
解
決

と
こ
ろ
か
ま
す
ま
す
悪
化
し
か
ね
な

い
。
「
女
性
の
参
加
」
こ
そ
が
欠
か
せ
な

い
、
と
い
う
至
摂
当
た
り
前
の
こ
と
に

私
た
ち
が
気
つ
い
た
の
は
、
最
近
の
こ

と
だ
。女

性
が
社
会
、
政
治
、
経
済
な
ど
あ

ら
ゆ
る
面
に
参
加
し
て
い
く
た
め
に

は
、
今
よ
り
力
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
従
っ
て
、
行
動
綱
領
案
も
「
女

性
が
力
を
つ
け
る
」
た
め
に
何
を
す
べ
き

か
、
と
い
っ
た
思
想
で
貫
か
れ
て
い
る
。
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世
界
…
の
援
助
国
日
本
は
、
従
来
以

上
に
女
性
を
意
識
し
た
援
助
を
行
う
必

要
が
あ
る
。
政
府
は
そ
の
姿
勢
を
北
京

で
明
ら
か
に
す
べ
き
だ
。

と
こ
ろ
で
そ
の
臼
本
の
現
実
は
と

う
か
。経

済
大
隠
と
は
い
う
も
の
の
、
女
子

大
生
の
就
職
差
別
、
賃
金
羨
別
な
と
、

男
女
平
等
か
ら
は
遠
い
現
状
だ
。
「
男

は
仕
事
、
女
は
家
縫
」
と
い
っ
た
、
性

に
よ
る
役
割
分
恨
の
観
念
も
根
強
い
。

女
性
の
社
会
進
出
は
極
端
に
遅
れ
、

国
連
開
発
計
画
の
調
査
に
よ
る
と
日
本

は
二
十
七
位
だ
。
と
て
も
先
進
国
と
い

え
な
い
。
現
内
閣
に
女
性
閣
僚
が
一
人

も
お
、
安
政
堕
自
席
代
表
の
選
出
に
手

間
取
っ
た
の
も
恥
ず
か
し
い
話
で
あ
る
。

国
連
は
、
各
界
で
指
導
的
地
位
に
つ

く
女
性
の
都
合
に
つ
い
て
九
五
年
ま
で

に
三
O
%
を
目
指
す
よ
う
勧
告
し
て
い

る
。
し
か
し
例
え
ば
、
中
央
省
庁
な
ど

の
管
理
職
は
0
・
八
%
に
す
ぎ
な
い
。

こ
う
し
た
数
字
は
、
日
本
の
政
府
も

食
業
も
、
男
女
平
等
の
実
現
に
い
か
に

無
関
心
で
あ
っ
た
か
を
物
語
っ
て
い
る
。

北
京
会
議
を
機
に
、
男
性
中
心
社
会
の

あ
り
方
を
根
本
か
ら
見
直
し
た
い
。

地
球
問
題
の
解
決
を
め
ぐ
り
、
日
本

へ
の
期
待
は
高
ま
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
女
性
の
現
状
を
放
置
し
た
ま
ま
で

は
、
ど
ん
な
立
派
な
こ
と
を
い
っ
て
も

車覇

国
際
社
会
で
は
信
用
さ
れ
ま
い
。

(
一
九
九
五
・
八
・
二
十
八
・
戟
臼
新
開
)

世
界

mか
国
議
会
女
性
議
員
は
日
・

3
%

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
刊
%
、

【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
幻
自
日
山
間
邦
彦
】

世
界
百
七
十
六
か
国
の
議
会
の
中
で
、

女
性
議
員
の
占
め
る
割
合
を
比
較
す
る

と
、
日
本
は
二
・
七
%
で
百
四
十
悶
番
告

と
な
り
、
先
進
国
中
最
低
の
水
準
|
。

列
国
議
会
河
盤
(
i
p
U
)事
務
局
が
一
一

十
ヒ
日
発
表
し
た
「
議
会
に
お
け
る
女

性
一
九
四
五
年
|
九
五
年
世
界
統

計
調
査
」
報
告
で
こ
ん
な
結
果
が
出
た
。

報
告
は
北
京
で
来
月
四
日
か
ら
開
幕

す
る
国
連
世
界
女
性
会
議
を
前
に
、
こ

の
五
十
年
湖
、
各
国
議
会
に
お
け
る
女

性
議
員
の
割
合
が
ど
う
変
化
し
た
か
を

調
べ
た
も
の
。
日
本
は
女
性
議
員
の
比

率
は
極
め
て
低
い
が
、
土
井
た
か
子
衆

議
院
議
長
が
い
る
こ
と
で
、
現
在
、
女

性
が
議
会
議
長
ポ
ス
ト
を
占
め
る
十
六

か
図
に
入
っ
て
い
る
。

報
告
に
よ
る
と
、
四
五
年
当
時
、
慨

界
で
一
一
十
六
か
国
(
う
ち
上
下
両
院
制

は
十
一
か
国
)
に
あ
る
だ
け
だ
っ
た
議

会
の
数
は
、
独
立
国
の
急
増
な
と
に
伴

日
本

U
M
附
番
目

い
、
六
五
年
に
九
十
四
か
回
出
(
同
一
二
十

五
)
、
九
五
年
に
百
七
十
六
か
国
(
同
五

十
二
)
と
増
加
。
こ
れ
に
伴
い
、
女
性

議
員
の
数
も
増
え
、
四
五
年
に
は
三
%

弱
だ
っ
た
比
率
は
、
八
八
年
に
一
四
・

八
%
と
過
去
最
高
水
準
に
達
し
た
。
ソ

連
・
東
欧
の
共
産
党
支
配
議
会
の
崩
懐

な
と
で
、
九
五
年
は
一
了
三
%
に
低

下
し
た
が
、
全
体
的
傾
向
と
し
て
は
、

戦
後
五
十
年
問
、
議
会
へ
の
女
性
進
出

は
着
実
に
上
昇
中
、
と
し
て
い
る
。

九
五
年
現
在
、
議
会
(
二
院
制
の
場

合
は
下
院
で
比
較
)
で
女
性
議
員
の
比

率
が
高
い
の
は
①
ス
ウ
ヱ

i
デ
ン
(
四

0
・
凶
%
)
③
ノ
ル
ウ
ェ
ー
(
一
ニ
九
・
四

%
)
③
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
(
三
三
・
五
%
)
④

デ
ン
マ
ー
ク
(
三
一
二
%
)
⑤
オ
ラ
ン
ダ

合
二
・
三
%
)
な
と
。
主
要
国
で
は
中

国
十
五
位
(
二
一
%
)
、
ロ
シ
ア
三
十
八

位
(
二
子
四
%
)
、
米
国
五
十
三
位
(
一

0
・
九
%
)
な
と
と
な
っ
て
い
る
。

北
欧
諸
国
が
軒
並
み
高
卒
な
の
に
比

ベ
、
ブ
1
タ
ン
な
ど
十
二
か
国
で
は
女

性
議
員
は
ゼ
口
。
こ
の
う
ち
女
性
に
選

挙
権
、
被
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
て
い
な

い
国
は
ク
ウ
ェ
ー
ト
と
ア
ラ
ブ
首
長
際

連
邦
の
二
か
図
。

報
告
は
日
本
の
現
状
に
つ
い
て
「
戦

後
長
初
の
総
選
挙
で
八
・
四
%
を
占
め

た
の
が
最
高
で
、
四
七
年
四
月
以
降
は

ほ
ぼ
一
・
五
%
か
ら
二
・
五
%
の
間
で
推

移
。
だ
が
、
参
議
院
で
は
戦
後
の
四
%

か
ら
漸
増
し
、
(
九
二
年
選
挙
で
ご
閲

・
一
一
%
に
至
っ
た
。
九
三
年
に
土
井
た

か
子
さ
ん
が
初
の
女
性
衆
議
陪
抗
議
長
に

選
出
さ
れ
た
事
実
は
、
前
向
き
の
変
化

と
し
て
極
め
て
勇
気
つ
け
ら
れ
る
兆

候
」
と
解
説
し
て
い
る
。

(
一
九
九
五
・
八
・
二
十
八
・
読
売
新
開
)

璽覇瞳

国際女性・人口

-開発議員会議

るま

国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
(
中
山

太
郎
会
長
)
、
人
口
と
開
発
に
関
す
る

ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
(
桜
井
新
議

長
)
主
催
の
「
国
際
女
性
・
人
口
・
開
発
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議
員
会
議
」
が
三
十
一
日
、
東
京
都
千

代
田
区
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ

i
オ
i
タ
ニ
で

始
ま
っ
た
。
日
程
は
九
月
一
日
ま
で
の

一
一
日
間
。

北
京
で
四
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
各
国

政
府
間
の
函
連
第
四
回
世
界
女
性
会
議

の
主
要
テ
1
7
で
、
女
性
の
地
位
向
上

麗覇醒

に
関
す
る
新
し
い
概
念
「
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
・
ラ
イ
ツ
」
(
性
と
生
磁

に
関
す
る
健
康
、
権
利
)
の
在
り
方
を

討
議
。
北
京
会
議
へ
向
け
て
「
女
性
と

人
口
・
開
発
に
関
す
る
東
京
宣
言
」
を

仔
ソ
つ
。

(
一
九
九
五
・
八
・
一
一
一
十
一
・
毎
日
新
聞
〉

「
南
北
の
連
帯
」
め
ぐ
り
行
司
役
集
う

世
界
女
性
議
長
会
議
、
都
内
で
開
催

世
界
各
国
の
女
性
議
長
が
集
ま
る

「
世
界
女
性
議
長
会
議
」
が
一
日
、
都
内

の
ホ
テ
ル
で
関
か
れ
る
。
「
女
性
の
地

位
向
上
」
「
環
境
」
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ

て
自
由
に
意
見
交
換
す
る
の
が
目
的
で
、

昨
年
に
続
い
て
二
回
目
。
出
席
者
は
土

井
た
か
子
衆
議
院
議
長
を
は
じ
め
、
各

国
政
界
で
活
躍
し
た
面
々
と
あ
っ
て
、

活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
そ
う
だ
。

世
界
女
性
議
長
会
議
は
「
女
性
議
長

同
士
の
交
流
促
進
を
」
と
訴
え
て
い
た

土
井
議
長
の
発
案
。
土
井
氏
が
九
三
年

十
月
、
来
日
し
た
ン
ュ
ミ

y
ト
ハ
ル

タ
i
・
ス
イ
ス
連
邦
国
民
議
会
議
長

(
当
時
)
に
会
議
開
催
を
提
案
し
た
の
を

受
け
、
後
任
の
ハ
ラ
i
前
ス
イ
ス
議
長

が
九
四
年
に
呼
び
掛
け
、
ス
イ
ス
の
ベ

にゅうすふおーらむ

ル
ン
で
第
一
回
会
議
が
院
か
れ
た
。

会
議
の
「
仕
出
け
人
」
で
あ
る
土
井
氏

は
今
回
、
ホ
ス
ト
閣
と
し
て
進
行
役
を

務
め
、
文
字
通
り
「
議
長
の
中
の
議
長
」

を
演
じ
る
。
「
女
性
の
視
点
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
世
界
が
直
面
す
る
課
題
を

自
由
に
話
し
合
い
た
い
」
と
の
意
向
か

ら
、
共
同
宣
言
の
採
択
は
せ
ず
、
「
意

見
交
換
」
と
い
う
形
式
に
と
ど
め
る
方

針
だ
。衆

院
事
務
局
に
よ
る
と
、
九
四
年
末

現
在
で
、
女
性
が
包
会
議
長
を
務
め
る

の
は
世
界
で
十
八
カ
国
。
こ
の
う
ち
日

本
の
ほ
か
、
オ
i
ス
ト
リ
ア
、
ク
ロ
ア

チ
ア
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ベ
ル

1
、
由
南
ア

フ
リ
カ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
七
カ
閣
の

議
長
が
夷
古
小
会
議
に
参
加
す
る
。

出
席
者
の
顔
触
れ
で
は
、
所
属
政
え

で
は
元
社
会
党
委
員
長
の
土
井
氏
と
河

じ
く
社
会
民
主
主
義
政
党
が
自
立
つ
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ハ

i
ゼ
ル
バ
ッ
ハ
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
タ
!
ル
両
氏
は
社
民

党
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
グ
口
ン
タ

I
ル、

ペ
ル
l
の
コ
ン
オ
両
氏
は
労
働
党
の
出

身
で
、
土
井
氏
と
合
わ
せ
て
五
人
に
の

ぼ
る
。「

国
際
派
」
は
、
欧
州
評
議
会
の
ノ
ル

ウ
ェ
ー
議
員
団
長
の
経
験
を
持
つ
グ
ロ

ン
ダ
l
ル
氏
と
、
社
会
主
義
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
経
済
・
開
発
・
環
境
委

員
会
の
副
議
長
を
務
め
た
タ
!
ル
氏
。

ス
イ
ス
で
の
第
一
回
会
議
は
「
政
治

に
お
け
る
女
性
の
役
割
」
「
南
北
の
連

帯
」
「
少
数
民
族
の
保
護
」
の
一
二
つ
の

テ
!
?
を
恩
意
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

議
論
が
熱
を
帯
び
て
二
つ
の
議
題
し

か
消
化
で
き
な
か
っ
た
」
(
衆
院
事
務

局
)
と
い
う
い
き
さ
つ
が
あ
る
。
そ
こ

で
、
今
回
は
議
題
を
と
り
あ
え
ず
「
南

北
の
連
帯
」
だ
け
に
絞
っ
た
と
い
う
。

ふ
だ
ん
は
国
会
の
「
行
可
」
に
徹
す
る

立
場
の
議
長
も
、
こ
の
日
ば
か
り
は
弁

士
ぶ
り
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
格
好
の
機
会

な
の
か
も
し
れ
な
い
。

(
一
九
九
五
・
八
・
一
一
一
十
一
・
日
本
経
済
新
聞
出

罵盟.
世界女性会議

女性議員らが、

政府演説で要望

さ
き
が
け
の
堂
本
暁
子
参
院
議
員
ら

超
党
派
の
女
性
国
会
議
員
や
女
性
団
体

代
表
ら
は
三
十
一
日
、
首
相
宮
邸
に
村

山
富
市
首
棺
を
訪
ね
、
世
界
女
性
会
議

へ
の
政
府
対
応
に
つ
い
て
要
盟
主
童
闘
を
提

山
山

!ν

↑ι
。

要
望
書
は
六
十
三
人
の
連
名
で
、
五

日
、
北
京
で
行
う
野
坂
浩
賢
官
房
長
官

の
政
府
首
席
代
表
の
演
説
の
際
に
、

「
性
と
生
殖
に
関
す
る
女
性
の
健
康
・

権
利
(
リ
プ
ロ
タ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル

ス
/
ラ
イ
ツ
)
」
の
重
要
性
を
訴
え
る
よ

う
求
め
て
い
る
。
村
山
首
相
は
「
督
励

し
ま
す
」
と
述
べ
た
。

(
一
九
九
五
・
九
・
一
・
毎
日
新
開
)
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車轟富監

カイロの合意

後退させるな

国連人口基金事務局長

北
京
女
性
会
議
に
向
け
て
各
図
の
国

会
議
員
ら
が
話
し
合
う
「
国
際
女
性
・

人
口
・
開
発
議
員
会
議
」
が
三
十
一

車覇車

日
、
都
内
の
ホ
テ
ル
で
始
ま
っ
た
。
基

調
講
演
で
ナ
フ
ィ
ス
・
サ
デ
ィ
ク
国
連

人
口
基
金

(
U
N
F
P
A
)
事
務
局
長

は
、
昨
年
の
力
イ
ロ
で
の
国
際
人
口
・

開
発
会
議
で
合
意
さ
れ
た
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
/
ラ
イ
ツ
(
性
と
生

殖
に
関
す
る
健
康
/
権
利
)
な
と
の
概

念
が
一
部
の
間
か
ら
批
判
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
「
国
際
的
な
合
意
を
後

退
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
」
と
語
っ
た
。

(
一
九
九
五
・
九
・
一
・
削
朝
日
新
聞
)

歴
史
・
文
化
で
家
族
観
の
違
い
を
激
論

北
京
会
議
直
前
・
東
京
で
議
員
会
議

行
動
綱
領
に
何
盛
り
込
む
ワ

多
機
な
意
見
表
明

五
十
七
か
国
の
女
性
議
員
ら
約
百
人

が
八
月
三
十
一
日
か
ら
二
日
間
、
甫
杢
尽

で
「
悶
際
女
性
・
人
口
・
開
発
議
員
会

議
」
を
開
き
、
き
ょ
う
凶
日
開
幕
す
る

世
界
女
性
会
議
の
行
動
縞
領
に
意
見

を
盛
り
込
む
た
め
の
戦
略
を
練
っ
た
。

家
族
の
あ
り
方
、
性
の
意
識
な
と
各
国

の
岡
山
史
や
文
化
に
よ
っ
て
見
方
の
異
な

る
問
題
に
つ
い
て
は
議
論
も
粉
処
北
京

会
議
で
の
熱
い
論
争
を
予
知
山
さ
せ
た
。

議
員
会
議
は
日
本
・
国
際
人
口
問
題

議
員
懇
談
会
、
人
口
と
開
発
に
関
す
る

ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
主
催
し

た
。
「
女
性
は
人
口
問
題
の
主
体
」
と
い

う
考
え
に
立
ち
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
プ

・
ヘ
ル
ス
/
ラ
イ
ツ
(
性
と
生
殖
に
関

す
る
健
康
/
権
利
〕
、
女
性
の
地
位
の

向
上
な
と
に
つ
い
て
協
議
す
る
の
が
目

的
。
女
性
国
会
議
員
の
ほ
か
、
人
口
問

題
に
関
心
の
高
い
男
性
議
員
な
と
も
参

加
し
て
お
り
、
こ
の
会
議
の
後
、
ほ
と

ん
と
の
参
泊
者
た
ち
は
翠
尽
か
ら
北
京

へ
向
か
い
、
行
動
綱
領
の
策
定
に
あ
た

る
各
国
の
政
府
代
表
な
と
に
働
き
か
け

を
行
う
こ
と
に
し
て
い
る
。

い
ま
だ
に
行
動
綱
領
案
の
三
O
i
四

O
%が
「
か
っ
こ
書
き
」
、
つ
ま
り
未
合

意
の
ま
ま
残
さ
れ
て
お
り
、
特
に
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
/
ラ
イ
ツ
の

分
野
に
多
い
。
中
絶
や
家
族
計
画
、
性

教
育
な
と
に
、
宗
教
や
文
化
の
違
い
が

反
映
さ
れ
、
事
前
協
議
で
も
議
論
が
紛

糾
し
た
経
緯
が
あ
る
。

会
議
の
冒
頭
、
ナ
フ
ィ
ス
・
サ
デ
ィ

ク
田
望
遠
人
口
基
金

(
U
N
F
P
A
)事
務

局
長
は
基
調
講
演
を
行
い
、
「
一
九
九

三
年
の
ウ
ィ
ー
ン
の
世
界
人
権
会
議
、

鈴
年
の
カ
イ
ロ
の
国
際
人
口
・
開
発
会

議
な
と
の
合
意
を
尊
重
し
、
北
京
会
議

で
は
そ
こ
か
ら
前
に
歩
を
進
め
て
い
く

責
任
が
あ
る
」
と
述
べ
、
北
京
会
議

が
こ
れ
ま
で
の
僚
際
会
議
の
論
議
の

「
蒸
し
返
し
」
と
な
る
こ
と
を
け
ん
制
し

た。
し
か
し
、
実
際
の
話
し
合
い
で
は
、

「
性
や
人
権
の
考
え
方
に
は
、
い
ろ
い

ろ
違
い
が
あ
る
。
各
国
に
強
制
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
で
は
」
(
モ
ロ
ッ
コ
)

な
と
の
意
見
も
。
ま
た
、
行
動
綱
領
作

り
で
は
、
「
家
族
」
に
つ
い
て
片
方
の
親

だ
け
の
家
庭
な
と
多
様
な
形
を
含
め
る

か
論
議
が
割
れ
て
い
る
が
、
こ
の
会
議

で
も
「
向
性
愛
や
、
結
婚
の
形
を
と
ら

な
い
問
居
な
と
も
家
族
と
し
て
と
ら
え

る
の
か
」
(
ポ
ツ
ワ
ナ
)
、
「
(
多
様
な
形

態
の
家
族
を
認
め
ろ
と
い
う
の
は
〉
あ

ま
り
に
も
悲
現
実
的
だ
」
(γ
リ
ア
の

男
性
議
員
)
な
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

こ
う
い
っ
た
や
り
取
り
は
あ
っ
た
も

の
の
、
同
会
議
「
東
京
宣
言
」
の
最
終
的

な
採
択
で
は
、
「
リ
プ
ロ
タ
ク
テ
ィ
ブ

.
ヘ
ル
ス
/
ラ
イ
ツ
の
行
使
が
、
す
べ

て
の
人
の
生
活
の
改
善
、
女
性
の
エ
ン

パ
ワ
i
メ
ン
ト
(
カ
を
つ
け
る
こ
と
)
に

つ
な
が
る
」
と
い
う
項
目
を
強
調
す

る
、
核
実
験
反
対
の
一
項
目
を
付
け
加

え
る
、
な
と
の
点
で
合
意
し
た
。

(
一
九
九
五
・
九
・
四
・
読
売
新
聞
)
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E盟寵
中
国
の
「
人
権
」
、
暗
に
非
難

世
界
女
性
会
議
で
米
大
統
領
夫
人

門
北
京
5
日
H
秋
田
浩
之
〕
第
四
呂
田

連
世
界
友
性
会
議
(
政
府
間
会
議
)
に
米

政
府
代
表
団
の
名
誉
代
表
と
し
て
参
加

し
て
い
る
ヒ
ラ
リ
i
-
ク
リ
ン
ト
ン
米

大
統
領
夫
人
は
五
日
、
本
会
議
で
演
説

し
「
す
べ
て
の
政
府
が
国
際
的
に
認
知

さ
れ
て
い
る
人
権
を
守
る
責
任
を
受
け

入
れ
な
い
限
り
、
会
議
の
目
的
を
達
成

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
述
べ
、
中

留
の
人
権
状
況
を
暗
に
批
判
し
た
。
ヒ

ラ
リ
i
夫
人
は
演
説
の
中
で
「
女
性
に
は

山
崖
す
る
手
供
の
撃
を
自
由
に
決
め
る
権

利
が
あ
る
」
と
も
指
矯
し
、
中
国
の
二

人
っ
子
政
策
」
に
も
非
難
の
矛
先
を
向

ナ
た
。今

回
の
女
性
会
議
で
は
、
米
中
関
係

と
の
絡
み
で
、
ヒ
ラ
リ
i
夫
人
が
中
国

の
人
権
問
題
に
と
こ
ま
で
踏
み
込
む
か

が
焦
点
に
な
っ
て
い
た
。
名
指
し
を
避

け
な
が
ら
も
、
中
国
を
指
し
て
い
る
と

分
か
る
表
現
を
使
う
こ
と
で
、
厳
し
い

対
中
政
策
を
求
め
る
米
議
会
と
中
国
政

府
の
両
方
に
配
慮
し
た
形
だ
。

ヒ
ラ
リ
i
夫
人
は
「
も
は
や
女
性
の

にゅうすA唱ーらむ

権
利
と
人
権
問
題
を
切
り
離
す
こ
と
は

許
容
で
き
な
い
」
と
し
た
う
え
で
「
女
性

は
社
会
的
か
っ
政
治
的
な
活
動
に
全
面

的
に
加
わ
る
権
利
が
あ
る
」
と
力
説
。

時
時
に
「
自
由
と
は
集
会
と
結
社
、
言

論
の
自
由
で
あ
り
、
政
府
と
は
異
な
る

意
見
も
尊
重
す
る
こ
と
だ
」
と
し
て
、

政
府
に
よ
る
反
政
府
活
動
家
の
弾
圧
な

と
に
抗
議
し
た
。

ヒ
ラ
リ
l
夫
人
は
中
国
当
局
が
女
性

会
議
の
一
票
茄
登
録
者
に
ビ
ザ
を
発

給
し
な
か
っ
た
問
題
に
も
触
れ
、
「
会

議
出
席
を
希
望
し
た
多
く
の
非
政
府
組

織
(
N
G
O
)
の
女
性
が
出
席
で
き
な

か
っ
た
り
、
参
加
を
判
制
限
さ
れ
た
」
と

指
摘
。
こ
れ
ら
の
措
置
を
「
弁
護
す
る

こ
と
は
不
可
能
」
と
中
国
側
の
対
応
を

批
判
し
た
。

女
性
の
人
権
侵
害
の
具
体
例
と
し
て

①
出
産
計
画
の
自
由
を
認
め
ら
れ
ず
、

中
絶
や
不
妊
手
術
を
強
要
さ
れ
る
②
売

春
を

g
的
に
女
性
が

n
売
買
H

さ
れ
る

③
紛
争
地
域
な
ど
で
女
性
が
暴
行
さ
れ

る
な
ど
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
。

2長で問E 失望に

門
北
京
5
日
目
秋
自
治
之
〕
第
四
回
国

連
世
界
女
性
会
議
(
政
府
間
会
議
)
に
米

政
府
代
表
問
の
団
長
と
し
て
出
席
し
て

い
る
米
国
の
オ
ル
プ
ラ
イ
ト
国
連
大
使

は
五
日
、
北
京
で
記
者
会
見
し
、
向
時

に
開
催
さ
れ
て
い
る
非
政
府
組
織
(
N

G
O
)
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
運
営
状
況
に
つ

い
て
「
一
部
の
参
加
者
が
中
国
側
の
も

て
な
し
に
失
望
し
て
い
る
。
中
医
政
府

は
主
催
日
出
と
し
て
の
責
任
に
見
合
っ
た

行
動
を
す
る
べ
き
だ
」
と
語
っ
た
。

(
一
九
九
五
・
九
・
六
・
日
本
経
済
新
聞
)

置
福
田
元
首
相
の
合
同
葬
に

園

五

、

二

O

O
人

参

列

今
年
七
月
に
亡
く
な
っ
た
福
閏
越
夫

元
首
拐
の
内
閣
・
自
民
党
合
同
葬
儀
が

六
日
、
東
京
・
北
の
丸
公
園
の
日
本
武

道
館
で
営
ま
れ
、
村
山
富
市
首
相
や
土

井
た
か
子
、
斎
世
時
十
朗
の
衆
参
両
院
議

長
、
草
場
良
八
最
高
裁
長
官
は
じ
め
各

界
か
ら
約
五
千
二
百
人
が
参
列
し
た
。

外
国
か
ち
り
も
シ
ュ
ミ
ッ
ト
元
西
ド
イ
ツ

首
相
ら
百
十
五
カ
国
百
六
十
八
人
が
出

席
し
た
。

村
山
首
栢
は
弔
辞
で
三
一
両
度
経
済
成

長
の
繁
栄
に
国
民
が
酔
っ
て
い
た
、
い

わ
ゆ
る
『
昭
和
元
禄
』
の
風
潮
を
厳
し
く

い
さ
め
、
『
資
源
有
限
持
代
』
の
到
来
を

い
ち
早
く
予
見
さ
れ
た
」
と
述
べ
る
と

と
も
に
、
「
福
図
先
生
の
『
政
治
は
最
高

の
道
徳
』
と
の
お
考
え
に
立
つ
て
の
政

治
刷
新
へ
の
努
力
、
『
昭
和
の
黄
門
』
と

し
て
の
全
国
行
脚
な
ど
衰
一
え
を
知
ら
ぬ

熱
情
は
、
私
ど
も
に
と
っ
て
厳
し
い

し
っ
た
激
励
で
あ
る
と
と
も
に
心
の
支
え

で
し
た
」
と
福
田
氏
の
死
を
惜
し
ん
だ
。

生
前
、
親
交
の
あ
っ
た

γ
ュ
ミ
ッ
ト

氏
は
「
首
相
在
職
中
に
『
福
出
ド
ク
ト

リ
ン
』
を
創
設
し
、
日
本
が
二
度
と
軍

事
大
国
に
な
ら
な
い
こ
と
を
表
明
、
ア

ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
す
べ
て
の
近
隣
諸

国
と
の
平
和
的
な
関
係
の
構
築
を
追
求

し
た
」
と
述
べ
た
。

(
一
九
九
五
・
九
・
七
・
戟
B
新
聞
)
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E窟富

暴
力
な
ど
多
様
な
問
題
提
起

世
界
女
性
会
議
・

N
G
O
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
終
え
て

日
本
の
「
高
齢
化
L

に
も
関
心

国
連
の
第
四
回
世
界
女
性
会
議
・

N

G
O
(民
間
活
動
間
体
)
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、

八
日
開
幕
し
た
。
参
加
者
約
三
万
人
は

由
連
の
会
議
と
し
て
は
過
去
最
高
。
う

ち
日
本
か
ら
の
参
加
者
も
五
千
人
近
く

に
達
し
た
。
海
外
の

N
G
Oか
ら
は
「
暴

力
」
叶
貧
困
」
な
と
多
様
な
課
題
が
提
示

さ
れ
た
が
、
長
寿
と
経
済
的
な
豊
か
さ

を
誇
る
日
本
か
ら
海
外
に
向
け
て
紹
介

さ
れ
た
「
高
齢
化
」
や
「
一
尿
用
差
別
」
の
問

題
も
、
大
き
な
関
心
を
呼
ん
で
い
た
。

(
北
京
で
H
永
峰
好
美
、
荻
原
久
美
子
)

国
連
関
係
で
は

最
高
の

3
万
人
参
加

二
九
六
0
年
代
の
女
性
運
動
の
熱

気
が
、
一
戻
っ
て
き
た
み
た
い
」
|
|
六

三
年
、
ア
メ
リ
カ
で
出
版
し
た
著
書
に

よ
り
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
運
動
の
旗
手
と
さ

れ
る
ベ
テ
ィ
・
フ
リ
ー
ダ
ン
さ
ん
は
、

N
G
O
に
参
加
し
て
こ
う
諮
っ
た
。

十
日
間
に
わ
た
る
活
発
な
交
流
で

は
、
多
岐
に
わ
た
る
課
題
が
浮
上
し

た
。
特
に
目
立
っ
た
の
は
「
女
性
に
対

す
る
暴
力
」
の
問
題
。
家
庭
内
暴
力
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
戦
争
や
内
戦
に
よ

る
犠
牲
を
問
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
め

じ
ろ
押
し
。
「
だ
れ
に
も
気
つ
か
れ
ず
、

戦
争
や
内
戦
の
犠
牲
に
な
っ
て
死
ん
で

い
く
多
く
の
女
性
の
存
在
を
、
国
際
世

論
に
訴
え
ね
ば
」
と
い
う
声
は
切
実
だ
。

も
う
一
つ
は
台
頭
す
る
保
守
勢
力
と

の
戦
い
。
「
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
者

は
、
女
性
を
女
性
で
あ
る
と
い
う
理
由

だ
け
で
殺
す
。
彼
ら
に
力
を
持
た
せ
て

は
な
ら
な
い
」
と
首
長
す
る
ア
ル
ジ
ェ

リ
ア
の
グ
ル
ー
プ
。
こ
れ
を
撮
影
し
よ

う
と
し
た
イ
ラ
ン
政
府
代
表
団
と
も
め

る
場
面
も
あ
り
、
宗
教
を
め
ぐ
る
対
立

の
深
刻
さ
を
垣
間
見
せ
た
。

一
方
、
日
本
の

N
G
O
の
ア
ピ
ー
ル

h
各
方
而
に
刺
撤
を
与
え
た
よ
う
だ
。

「
女
性
の
平
均
賃
金
は
、
男
性
の
約
半

分
。
一
干i

笠
刑
か
ら
少
し
も
変
わ
っ
て
い

な
い
」
、
雇
用
の
調
整
弁
に
使
わ
れ
る

パ
ー
ト
に
は
、
圧
倒
的
に
古
陸
相
が
多
い
」
、

「
介
護
の
負
担
は
、
男
性
よ
り
も
女
性
の

肩
に
重
く
の
し
か
か
っ
て
く
る
」
:
:
。

日
本
の
女
性
が
開
い
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
は
、
「
豊
か
な
日
本
で

も
、
女
性
が
抱
え
て
い
る
問
題
は
自
分

た
ち
と
同
じ
な
の
だ
」
と
、
海
外
、
特

に
ア
ジ
ア
の
女
性
た
ち
が
共
感
を
見
せ

た
。
背
景
に
は
、
ア
ジ
ア
は
日
本
の
後

を
追
う
よ
う
に
こ
れ
か
ら
高
齢
化
社
会

を
迎
え
る
と
い
う
事
憶
が
あ
る
。
日
本

の
経
験
が
自
分
た
ち
の
未
来
を
映
す
鏡

の
よ
う
に
見
え
た
よ
う
だ
。

海
外
N
G
Oと
の
連
携
で
効
果
を
上

げ
た
催
し
も
あ
る
。
慰
安
婦
問
題
で

は
、
日
本
の

N
G
O
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

や
韓
国
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
と
協
力
し
て

回
線
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
、
会
場
に

は
千
人
以
上
が
詰
め
か
け
た
。
「
将
来

の
戦
略
を
決
め
る
会
議
だ
か
ら
、
過
去

の
慰
安
婦
問
題
は
本
筋
で
討
議
の
対
象

に
な
ら
な
い
」
と
の
立
場
を
取
っ
て
い

た
日
本
政
府
も
、
国
際
世
論
が
気
に

な
っ
た
ら
し
く
、
現
場
に
民
間
基
金
計

画
の
担
当
で
あ
る
内
閤
外
政
審
議
室
の

審
議
官
を
派
遣
し
た
ほ
ど
だ
。

ま
た
、
日
本
の
一
地
方
か
ら
で
も
世

界
と
の
接
点
を
見
い
だ
せ
る
こ
と
を
示

し
た
の
が
、
米
軍
基
地
問
題
を
取
り
上

げ
て
、
紛
争
地
域
の
女
性
と
連
携
し
た

沖
縄
県
な
と
の
活
動
だ
っ
た
。

フ
リ
ー
ダ
ン
さ
ん
の
語
る
よ
う
に

「
凝
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
と
時
間
で
女
性

は
よ
く
闘
っ
た
」
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
合
計
千
人
を
超
え
る
参
加
者

を
送
り
込
ん
だ
日
本
の
自
治
体
か
ら
の

参
加
に
は
、
い
く
つ
か
の
課
題
が
残
っ

た
。
多
く
が
新
年
度
予
算
が
下
り
た
四

月
以
後
に
準
備
に
取
り
組
ん
だ
た
め
、

や
や
付
け
焼
き
刃
的
な
態
勢
だ
っ
た
の

は
奇
め
な
い
。

と
は
い
え
、
本
当
の
仕
事
は
今
後
、

行
動
綱
領
を
と
う
実
現
す
る
か
、
に
あ

る
。
北
京
の
綬
験
を
ど
う
生
か
す
か
、

が
関
わ
れ
る
の
は
こ
れ
か
ら
だ
。

(
一
九
九
五
・
九
・
十
一
・
読
売
新
聞
)
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覇
準
備
不
足
目
立

瞳

マ

絞

れ

ずテ
i

関
連
の
第
四
回
世
界
女
性
会
議
・

N

G
O
(民
間
活
動
団
体
)
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
、
自
治
体
か
ら
派
遣
さ
れ
た
日
本
女

性
が
目
立
っ
た
。
し
か
し
問
題
の
掘
り

下
げ
方
な
ど
に
は
準
備
不
足
も
目
立

ち
、
ポ
ス
ト
北
京
に
自
治
体
に
残
さ
れ

た
課
題
は
少
な
く
な
い
。

生
活
情
報
部
永
峰
好
美

荻
原
久
美
子

派
遣
女
性
は

mlω
代
ば
か
り

N
G
O
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
参
加
者
は
、

国
連
主
催
の
国
際
会
議
と
し
て
は
過
去

最
高
の
約
三
万
五
千
人
。
そ
の
う
ち
日

本
か
ら
の
参
加
は
約
五
千
人
と
、
数
の

上
で
は
ア
メ
リ
カ
の
八
千
人
に
次
く
規

模
だ
っ
た
。

中
で
も
目
立
っ
た
の
は
地
方
自
治
体

か
ら
の
派
遣
組
。
五
十
の
都
道
府
県
・

政
令
指
定
都
市
が
送
り
込
ん
だ
女
性
は

合
計
千
人
を
起
し
た
。

し
か
し
、
多
く
の
自
治
体
で
参
加
者

の
募
集
や
発
表
テ
!
?
を
開
始
し
た
の

は
、
新
年
度
予
算
が
下
り
た
四
月
か
ら
。

にゅうすふお らむ

ーコ
d自
立治
2体
刃

そ
の
結
果
、
全
体
的
に
"
付
け
焼
き
刃
μ

の
報
告
に
な
っ
た
印
象
は
否
め
な
い
。

核
問
題
(
広
島
県
)
、
米
軍
基
地
問
題

と
女
性
へ
の
暴
力
(
沖
縄
県
)
な
ど
、
国

際
会
議
の
場
で
世
界
の
関
心
を
引
く
畳
一

体
的
な
テ
l
マ
を
用
意
で
き
た
の
は
ご

く
少
数
。
漠
然
と
し
た
テ
!
?
で
、
問

題
が
絞
り
き
れ
な
い
ま
ま
に
県
産
品
を

配
る
、
な
ど
の
ア
ピ
ー
ル
に
終
始
し
た

自
治
体
が
少
な
く
な
か
っ
た
。

そ
の
結
果
、
「
日
本
の
高
齢
者
に
、

デ
イ
・
ケ
ア
・
セ
ン
タ
ー
は
ど
の
よ
う

に
機
能
し
て
い
る
か
」
「
外
国
出
人
の
参

政
権
は
認
め
ら
れ
て
い
る
の
か
」
な
ど
、

外
国
人
か
ら
の
少
々
突
っ
込
ん
だ
質
問

に
口
こ
も
る
場
面
も
た
び
た
び
。

ま
た
自
治
体
派
遣
者
の
ほ
と
ん
ど
が

五
十
|
六
十
代
だ
っ
た
こ
と
も
、
海

外
の
女
性
N
G
O
の
自
に
は
奇
妙
に

映
っ
た
よ
う
で
、
「
日
本
で
は
若
い
女

性
は
問
題
を
抱
え
て
い
な
い
の
か
」
と

の
声
も
上
が
っ
た
。

公
募
、
推
薦
の
結
果
が
こ
う
な
っ
た

の
は
、
「
時
間
が
足
ら
ず
、
婦
人
会
な

と
既
存
の
女
性
団
体
に
制
明
る
し
か
な

か
っ
た
」
(
あ
る
自
治
体
の
女
性
政
策
担

当
者
)
た
め
ら
し
い
。

準
儲
の
遅
れ
に
加
え
、
言
葉
の
壁
も

厚
か
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
の
会
合
は
英
語

で
運
営
さ
れ
る
。
信
頼
で
き
る
通
訳
を

同
行
し
な
か
っ
た
グ
ル
ー
プ
で
は
説
明

が
舌
足
ら
ず
に
な
り
、
「
日
本
の
女
性

に
は
参
政
権
が
な
い
の
か
」
と
、
誤
解

を
招
き
そ
う
な
一
幕
も
。
旅
行
会
社
任

せ
の
日
程
調
整
で
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の

活
動
を
制
限
さ
れ
た
例
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
絞
緯
か
ら
、
八
日
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
閉
会
後
、
各
簡
の

N
G
O

が
連
携
し
て
展
開
中
の
政
府
間
会
議
に

向
け
た
ロ
ピ
イ
ン
グ
活
動
に
も
、
日
本

は
や
や
出
遅
れ
た
感
が
あ
る
。

せ
っ
か
く
の
機
会
が
十
全
に
生
か
し

き
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
日
本

の
N
G
O
「
ア
ジ
ア
女
性
会
議
ネ
y
卜

ワ
!
ク
」
の
コ

i
デ
ィ
不
!
タ
ー
と
し

て
参
加
し
た
、
佐
賀
県
立
女
性
セ
ン

E璽璽

タ
l
館
長
の
船
橋
邦
子
さ
ん
は
、
「
今

や
自
治
体
も
地
域
に
と
ど
ま
ら
ず
、
世

界
の
女
性
問
題
と
日
本
の
地
方
の
女
性

の
問
題
意
識
を
つ
な
げ
る
努
力
を
す
る

べ
き
で
は
」
と
話
す
。

会
議
最
終
日
の
十
五
日
に
採
択
さ
れ

る
「
行
動
綱
領
」
に
基
づ
い
て
、
各
国
政

府
は
国
内
行
動
計
画
を
定
め
る
こ
と
に

な
る
。
地
方
自
治
体
は
具
体
的
な
行
動

推
進
の
か
な
め
に
な
る
は
ず
で
、
図
際

的
な
流
れ
に
呂
配
り
し
た
施
策
が
求
め

ら
れ
る
。

平
和
で
豊
か
な
日
本
だ
が
、
世
界
の

女
性
の
直
面
す
る
問
題
を
ど
こ
ま
で
共

有
で
き
る
か
。
今
回
、
各
自
治
体
は
派

遣
に
平
均
約
三
百
万
円
の
予
算
を
使
っ

て
い
る
。
手
作
り
の
民
族
衣
装
な
ど
を

会
場
で
売
り
さ
ば
い
て
、
何
と
か
参
加

経
費
を
得
よ
う
と
し
て
い
る
途
上
閣
の

女
性
と
比
べ
る
時
、
日
本
の
自
治
体
の

課
題
は
大
き
い
。

(
一
九
九
五
・
九
・
十
三
・
読
売
新
聞
)

性
差
別
撤
廃
へ
強
い
決
意

世
界
女
性
会
議
・
綱
領
採
択
し
閉
幕

【
北
京
日
日
リ
田
中
英
也
】
北
京
で
関

か
れ
て
い
た
第
四
国
留
連
世
界
女
性
会

議
は
十
五
日
夜
、
女
性
の
地
位
向
上
の

た
め
の
具
体
策
で
あ
る
「
行
動
綴
傾
」
を
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採
択
す
る
と
と
も
に
、
「
女
性
の
権
利

は
す
な
わ
ち
人
権
」
な
と
三
十
八
項
目

の
決
意
を
連
ね
た
「
北
京
宣
言
」
を
発
表

し
て
閉
会
し
た
。
各
閣
政
府
は
、
あ
ら

ゆ
る
分
野
へ
の
女
性
の
参
加
を
促
進
す

る
た
め
の
具
体
化
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
。政

策
の
具
体
化
が
課
題

行
動
綱
領
は
、
「
貧
国
」
「
教
育
」

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
」
な
ど
、
十
二
の

重
要
問
題
分
野
に
つ
い
て
「
戦
略
目
標
」

と
「
取
る
べ
き
行
動
」
を
擦
り
込
ん
だ
。

女
性
の
性
の
権
利
を
と
っ
考
え
る
か

が
、
議
論
の
焦
点
に
な
っ
た
。
性
と
生

殖
に
関
す
る
健
康
(
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ

ブ
・
ヘ
ル
ス
〕
を
享
受
す
る
権
利
に
つ

い
て
は
、
カ
イ
ロ
人
口
会
議
と
ほ
ぼ
悶

じ
文
面
で
の
合
意
が
で
き
た
が
、
欧
州

連
合
(
E
U
)が
さ
ら
に
同
性
愛
問
題
や

「
性
の
権
利
」
と
い
う
言
葉
を
持
ち
だ

し
、
行
動
綱
領
作
り
と
宣
言
起
草
の
双

方
を
通
じ
て
、
バ
チ
カ
ン
や
イ
ス
ラ
ム

諸
国
な
と
と
、
対
立
し
た
。
最
終
的
に

「
性
の
権
利
」
の
言
葉
自
体
は
綱
領
に
入

ら
な
か
っ
た
が
、
「
強
制
や
差
別
を
受

け
る
こ
と
な
く
、
性
に
つ
い
て
自
由
に

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
女
性
の
権
利
」
と

の
表
現
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

E
U

が
主
張
し
た
基
本
的
な
考
え
方
は
盛
り

込
ま
れ
た
。

一
方
で
、
「
堕
胎
罪
」
の
見
直
し
に
つ

い
て
は
、
「
各
図
の
事
情
を
考
慮
し
て
」

が
挿
入
さ
れ
た
。
女
性
の
人
権
と
し
て

「
並
旦
題
化
」
を
求
め
る
欧
米
に
対
し
て
、

イ
ス
ラ
ム
諸
問
な
ど
の
「
多
様
性
」
尊
重

の
主
張
と
の
間
で
素
協
が
は
か
ら
れ
た
。

開
発
途
上
国
の
女
性
を
苦
し
め
る
貧

凶
問
題
に
関
連
し
て
、
「
新
た
な
追
加
的

資
金
」
と
い
う
言
葉
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

行
動
綱
領
に
基
づ
い
て
、
各
国
政
府

は
九
六
年
中
に
政
策
案
を
提
出
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

北
京
宣
言
は
ま
ず
、
ナ
イ
ロ
ビ
女
性

会
議
以
来
の
十
年
間
の
成
果
を
認
め
つ

て
な
お
、
女
性
と
男
性
の
問
に
は

様
々
な
格
差
が
残
っ
て
い
る
と
指
崩
し

た
。
男
女
の
平
等
が
岡
田
連
憲
章
な
と
で

人
権
上
、
強
四
回
に
認
め
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
今
回
の
会
議
の

柱
だ
っ
た
「
女
性
の
地
位
向
上
(
エ
ン
パ

ワ
i
メ
ン
ト
ど
を
強
調
。
「
女
性
の
権

利
は
す
な
わ
ち
人
権
い
と
、
米
国
の
ヒ

ラ
リ
i
・
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
夫
人
が

北
京
で
演
説
し
た
一
節
を
、
女
性
の
人

権
重
視
を
象
徴
す
る
言
葉
と
し
て
盛
り

込
ん
だ
。

こ
の
日
の
本
会
議
で
は
、
綱
領
も
宣

言
も
「
全
会
一
致
」
の
形
で
採
択
さ
れ
た

が
、
中
絶
を
認
め
た
項
目
な
ど
を
「
留

保
」
と
宣
言
す
る
留
が
イ
ス
ラ
ム
諸
国

な
ど
三
十
カ
国
以
上
に
の
ぼ
っ
た
。

十
五
日
の
国
連
の
発
表
で
は
、
合
計

百
八
寸
九
の
政
府
と

E
Uが
政
府
閉
会

議
に
集
い
、
参
加
者
は
計
約
一
万
七
千

人
。
フ
ォ

i
ラ
ム
に
参
加
し
た
N
G
O

の
人
た
ち
も
約
三
万
人
を
数
え
、
過
去

最
大
の
女
性
会
議
に
な
っ
た
。

北
京
宣
言
の
骨
子

一
、
過
去
十
年
間
で
、
女
性
の
地
位
は

向
上
し
た
が
、
男
女
間
の
不
平
等
は

続
い
て
い
る
。

-寵

一
、
二
十
一
世
紀
に
向
か
う
今
、
希

望
、
協
力
、
連
帯
の
精
神
で
、
緊
急

行
動
を
起
こ
す
こ
と
に
同
意
す
る
。

一
、
女
性
と
少
女
の
人
権
の
完
全
な
履

行
を
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
の
権
利
と
基

本
的
自
由
の
不
可
欠
な
部
分
と
し

て
、
保
障
す
る
。

一
、
女
性
の
地
位
向
上
の
た
め
の
「
ナ

イ
ロ
ビ
将
来
戦
略
」
の
完
全
で
効
果

的
な
実
現
を
達
成
す
る
。

一
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、
女
性

の
全
面
的
参
加
が
、
平
等
、
開
発
、

平
和
の
達
成
の
た
め
の
基
礎
と
な
る

こ
と
を
確
信
す
る
。

(
一
九
九
五
・
九
・
十
六
・
朝
日
新
聞
)

世
界
女
性
会
議

行
動
綱
領
の
要
旨

第
四
回
世
界
女
性
会
議
で
採
択
さ
れ

た
行
動
総
領
の
要
旨
は
次
の
湿
り
。

A

貧

困

問

絶
対
約
貧
困
層
は
世
界
で
十
億
人
以

上
。
大
半
が
途
上
唇
の
女
性
。
不
安
定

な
経
済
動
向
に
経
済
再
編
や
対
外
債
務

問
題
、
構
造
調
整
政
策
が
追
い
打
ち
を

か
け
て
い
る
。
ジ
エ
ン
タ
ー
(
社
会
的

• -
文
化
的
性
別
)
に
よ
る
経
済
的
権
力

の
不
均
衡
が
女
性
の
貧
困
化
の
大
き
な

原
岡
山
と
な
っ
て
い
る
。

政
府
は
①
一
構
造
謁
義
政
策
や
対
外
債

務
問
題
な
ど
を
ジ
エ
ン
タ
ー
の
視
点
か

ら
分
析
す
る
②
立
法
的
支
援
や
信
用
能

力
強
化
な
ど
を
通
し
て
、
不
利
な
立
場

に
あ
る
女
性
が
財
政
的
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
や
す
く
す
る
。
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B

教

育

政
府
や
国
際
機
関
、

N
G
O
は
①
女

性
の
非
識
字
を
根
絶
す
る
②
二

0
0
0

年
ま
で
に
初
等
・
中
等
教
育
の
ジ
エ
ン

タ
ー
格
差
を
解
消
す
る
③
公
教
脊
の
中

に
存
在
す
る
リ
プ
口
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ

ル
ス
教
育
へ
の
法
律
上
、
規
制
上
の
障

害
を
取
り
徐
く
。

C

健

康

健
康
と
は
単
に
病
気
で
な
い
だ
け
で

な
く
、
身
体
的
、
精
神
的
、
社
会
的
に

良
好
な
状
態
。
男
児
優
先
に
よ
る
栄
養

や
保
健
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
差
別

が
、
少
女
た
ち
の
健
康
を
脅
か
し
て
い

る
。
早
期
結
婚
や
妊
娠
、
出
産
の
強

制
、
性
器
切
除
な
ど
の
有
害
慣
行
は
健

康
上
の
重
大
な
危
険
だ
。

政
府
は
①
利
用
・
入
手
が
容
易
で
、

料
金
が
手
ご
ろ
で
質
の
高
い
基
本
的
な

保
健
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
②
γ
ェ
ン

ダ
l
に
配
慮
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護

な
と
利
用
者
の
権
利
が
守
ら
れ
る
よ
う

に
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
計
闘
し
直
す
③
中

絶
は
家
族
計
画
の
一
方
法
と
し
て
推
進

さ
れ
て
は
な
ら
ず
、
中
絶
が
違
法
で
な

い
場
合
は
安
全
に
行
わ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
④
中
絶
を
し
た
女
性
に
対
す
る
法
的

な
懲
罰
措
置
を
再
考
す
る
⑤
男
性
が
育

児
と
家
事
を
平
等
に
分
担
ず
る
。

D

女
性
に
対
す
る
暴
力

女
性
へ
の
暴
力
は
平
等
、
開
発
、
平

和
の
目
標
達
成
の
障
害
に
な
っ
て
い

る
。
職
場
や
家
庭
で
の
女
性
へ
の
暴
力

や
性
的
虐
待
の
調
査
や
記
録
の
不
備

が
、
明
確
な
防
止
策
の
作
成
を
妨
げ
て

い
司
令
。

政
府
な
ど
は
①
被
害
女
性
が
公
正
か

っ
効
果
的
な
救
済
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
女
性
の
司
法
機
構
利
用
の
権
利
を

保
持
す
る
②
人
身
売
買
を
徹
廃
す
る
た

め
に
、
現
行
法
の
強
化
な
ど
を
通
し
、

買
売
春
や
性
の
商
品
化
、
強
制
結
婚
、

強
制
労
働
を
目
的
と
し
た
女
性
や
少
女

の
取
引
の
根
本
原
因
に
取
り
緩
む
。

E

紛
争
下
の
女
性

難
民
の
八
割
は
女
性
と
予
ど
も
。
武

力
紛
争
は
、
民
族
絶
滅
戦
略
と
し
て
の

殺
人
、
待
問
、
組
織
的
強
姦
(
ご
う
か

ん
)
な
ど
、
女
性
に
対
す
る
深
刻
な
人

権
侵
害
を
ひ
き
起
こ
し
て
い
る
。

政
府
や
国
際
機
関
な
と
は
①
武
力
紛

争
下
で
の
強
姦
は
戦
争
犯
罪
で
あ
り
、

人
選
に
対
す
る
罪
な
と
に
も
な
り
う
る

こ
と
を
再
確
認
し
、
慢
査
・
処
罰
機
関

を
強
化
す
る
②
一
戦
時
下
の
強
姦
、
強
制

売
春
、
性
的
奴
教
制
な
ど
女
性
に
対
す

る
あ
ら
ゆ
る
暴
力
に
つ
い
て
十
分
調
査

し
、
犯
罪
者
を
訴
追
し
、
被
害
者
に
十

分
な
補
償
を
す
る
。

F

経

済

多
国
籍
企
業
を
含
む
民
間
企
業
で

は
、
差
別
的
な
一
一
雇
用
・
昇
進
政
策
や
綬

営
慣
行
か
ら
、
女
性
が
政
策
決
定
や
経

営
に
参
加
す
る
こ
と
は
少
な
い
。

政
府
は
①
同
一
(
価
値
)
労
働
伺
一
賃

金
を
保
障
す
る
た
め
に
法
律
を
制
定
す

る
②
家
族
の
世
話
な
ど
の
無
報
酬
労
働

を
理
解
す
る
努
力
を
通
し
て
、
そ
の
価

値
を
評
価
す
る
研
究
な
ど
を
奨
励
す
る

③
女
性
に
よ
る
自
営
や
小
企
業
の
発
展

を
支
援
す
る
。

G

権
力
と
責
任
の
分
担

一
九
九
五
年
ま
で
に
政
策
決
定
レ
ベ

ル
で
の
女
性
比
率
を
三

O
%に
す
る
と
い

う
国
連
社
会
経
涜
理
事
会
の
呂
擦
は
、
ほ

と
ん
と
達
成
さ
れ
て
い
な
い
。
公
の
場

で
の
不
平
等
は
、
し
ば
し
ば
家
庭
内
で

の
表
別
的
行
動
や
慣
習
か
ら
始
ま
る
。

政
府
な
ど
は
①
女
性
の
政
策
決
定
へ

の
参
加
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
N
G

O
や
研
究
機
関
を
支
援
す
る
②
政
策
決

定
の
上
級
レ
ベ
ル
に
女
性
が
就
け
る
よ

う
監
視
す
る
機
関
を
創
設
ま
た
は
強
化

す
る
。

H

地
位
向
上
の
た
め
の
機
構

女
性
の
地
位
向
上
を
目
指
す
国
内
機

構
は
、
人
員
や
資
金
、
政
治
的
な
支
援

の
不
足
な
ど
で
活
動
に
療
室
口
が
生
じ
て

い
る
こ
と
が
多
い
。

政
府
は
①
国
内
機
構
に
政
策
や
立
法

へ
の
影
響
力
を
持
た
せ
る
②
政
策
決
定

前
に
女
性
、
男
性
へ
の
影
響
を
分
析
す

る
③
女
性
の
権
利
刊
行
使
の
障
害
や
女
性

へ
の
差
別
を
な
く
す
国
家
戦
絡
を
推
進

十
ツ
ヲ
令
。

人

権

多
く
の
女
性
は
人
種
や
宗
教
、
民

族
、
社
会
経
済
的
階
級
な
と
の
た
め

に
、
重
複
す
る
人
権
侵
害
に
直
面
し
て

い
る
。政

府
は
①
二

0
0
0年
ま
で
に
す
べ

て
の
国
に
よ
る
女
子
差
別
撤
廃
条
約
の

批
准
を
目
指
す
②
性
的
搾
取
を

B
的
と

し
た
女
性
や
子
と
も
の
人
身
売
買
を
根

絶
す
る
た
め
、
国
際
協
力
を
通
し
、
あ

ら
ゆ
る
人
権
擁
護
手
段
を
強
化
す
る
③

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
根
絶
す
る
緊
急

行
動
を
と
る
。

I 
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メ
デ
ィ
ア

メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
女
性
の
否
定
的

な
イ
メ
ー
ジ
や
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
を
改

め
ね
ば
な
ら
な
い
。

政
府
な
ど
は
①
既
存
の
メ
デ
ィ
ア
政

策
を
ジ
ェ
ン
ダ
I
の
視
点
か
ら
見
憂
す
②

電
子
メ
デ
ィ
ア
な
と
を
通
じ
た
女
性
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
奨
防
す
る
③
覇
髭
よ
り

劣
る
存
在
、
性
的
搾
取
の
対
象
・
習
中
と

し
て
交
性
ア
主
衣
現
し
な
い
よ
'7
に
促
す
。

J K

環

境

環
境
悪
化
は
少
女
や
女
性
の
健
康
や

福
祉
、
生
活
の
質
に
悪
影
響
を
与
え
て

い
る
。
環
境
管
理
に
お
け
る
女
性
の
貢

献
を
認
め
支
援
し
な
い
限
り
、
持
続
可

能
な
開
発
は
不
可
能
だ
。

政
府
な
ど
は
①
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
で

の
環
境
政
策
決
定
に
先
住
民
を
含
む
女

性
の
参
加
を
保
障
す
る
②
持
続
可
能
な

開
発
へ
の
全
面
参
加
と
、
対
等
な
資
源

利
用
を
進
め
る
戦
略
を
開
発
す
る
。

L

少

女

少
女
は
し
ば
し
ば
劣
る
者
と
し
て
扱

わ
れ
、
自
尊
心
を
持
て
ず
に
成
人
後
も

社
会
の
主
流
か
ら
排
除
さ
れ
る
。
過
重
な

玄
皐
負
担
か
ら
震
に
行
け
な
く
な
る
こ

と
も
多
い
。
栄
養
や
保
健
サ
ー
ビ
ス
で
差

別
か
あ
り
、
健
庚
か
慢
な
わ
れ
て
い
る
。

政
府
な
ど
は
①
法
律
で
平
等
な
相
続

権
や
結
婚
へ
の
同
意
を
保
障
す
る
②
若

年
妊
娠
問
題
の
意
識
を
高
め
る
③
初
等

教
育
の
修
了
と
、
男
子
と
岡
崎
聞
の
中
等

.
高
等
教
育
の
機
会
を
保
出
陣
す
る
④
女

E置
森
林
保
護

へ
火
葬
見
直
し

イ
ン
ド
・
乱
伐
で
森
が
不
足
し
高
騰

イ
ン
ド
の
型
車
地
パ
ラ
ナ
シ
の
ガ
ン
ジ

ス
川
の
岸
辺
で
は
毎
日
、
死
者
の
穴
葬

が
行
わ
れ
る
。
そ
の
場
所
か
ら
少
し
離

れ
た
場
所
で
は
、
善
男
善
女
が
斎
戒
休

浴
(
さ
い
か
い
も
く
よ
く
)
す
る
。
ヒ
ン

ズ
ー
教
徒
は
、
こ
の
大
河
の
ほ
と
り
で

茶
毘
(
だ
び
)
に
付
さ
れ
る
こ
と
を
至
上

の
幸
せ
と
す
る
が
、
イ
ン
ド
で
は
森
林

の
乱
伐
が
た
た
り
、
火
葬
用
木
材
は
不

足
状
態
だ
。
価
格
ア
ッ
プ
で
貧
之
な
人

は
火
葬
用
の
木
も
買
え
な
く
な
り
つ
つ

あ
る
。
森
林
保
護
の
面
か
ら
電
気
火
葬

炉
を
取
り
入
れ
た
都
市
も
あ
る
。
自
然

へ
の
こ
だ
わ
り
が
「
環
境
」
と
「
伝
統
」
の

か
ね
合
い
論
議
へ
と
発
展
し
て
き
た
。

(
パ
ラ
ナ
シ
〈
北
部
イ
ン
ド
〉

河
川
宇
佐
波
雄
策
)

児
殺
し
ゃ
性
器
切
除
、
性
的
虐
待
や
搾

取
、
売
春
な
と
の
暴
力
か
ら
少
女
を
守

る
法
律
を
制
定
し
、
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

a
む
つ
ノ
、
7
G
。

(
一
九
九
五
・
九
・
十
六
・
朝
日
新
聞
)

都
市
部
で
は

電
気
炉
登
場

死
者
一
人
を
火
葬
す
る
の
に
約
二
百

五
十
キ
ロ
の
木
材
が
必
要
と
さ
れ
る
。
そ

の
価
格
は
約
五
百
ル
ピ

1
(約
千
五
百

円
)
か
ら
六
百
ル
ピ

l
(約
千
八
百

円
)
。
こ
こ
数
年
価
格
は
年
に
二
O
|

一
二
O
%
も
上
昇
し
、
貧
し
い
人
々
に
は

死
ぬ
の
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
が
続
い

て
い
る
。

死
者
を
運
ぷ
抱
一
架
、
白
布
、
炎
を
強

く
す
る
パ
タ
!
な
と
の
費
用
、
火
葬
作

業
を
す
る
人
や
僧
に
も
お
金
を
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
家
や
土
地
を
担
保

に
葬
式
費
用
を
作
る
が
、
お
金
の
な
い

極
貧
者
は
遺
体
を
そ
の
ま
ま
ガ
ン
ジ
ス

に
流
す
。

中国

インド

パ
ラ
ナ
ン
で
の
火
葬
用
燃
料
は
、
同

市
西
方
の
ミ
ズ
ザ
プ

l
ル
な
ど
の
木
材

が
使
わ
れ
る
。
だ
が
、
計
面
的
な
植
林

が
あ
ま
り
行
わ
れ
な
い
た
め
、
森
林
は

減
る
一
方
だ
。

イ
ン
ド
全
土
の
森
林
は
国
土
の
一
一
O

%
に
す
き
ず
、
砂
漠
化
現
象
が
進
む
地

域
も
多
い
。
イ
ン
ド
政
府
は
一
九
八
O

年
に
森
林
保
護
法
を
制
定
し
、
不
法
伐

採
を
取
り
締
ま
る
な
ど
の
保
護
策
を
と

り
始
め
た
。
し
か
し
、
森
林
破
壊
の
ス

ピ
ー
ド
が
は
る
か
に
上
回
っ
て
い
る
。

イ
ン
ド
で
は
、
木
材
燃
料
の
需
要
量
は

毎
年
一
億
五
千
七
百
万
J
と
見
積
も
ら

れ
て
い
る
が
、
供
給
量
は
五
千
八
百
万

J
。
不
足
分
は
大
規
模
な
違
法
伐
採
な
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と
で
ま
か
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

英
国
植
民
地
時
代
の
な
ご
り
を
示
す

見
事
な
街
路
樹
も
、
村
人
の
燃
料
と
し

て
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
デ

リ
ー
か
ら
、
ラ
ク
ノ
ウ
、
バ
ラ
ナ
シ
な

ど
ウ
ソ
タ
ル
プ
ラ
デ
シ
ュ
州
の
各
地
を

車
で
走
る
と
、
ひ
ど
い
地
区
で
は
、

七
、
八
本
に
一
本
の
割
合
で
街
路
樹
が

伐
採
さ
れ
、
立
ち
枯
れ
に
な
っ
た
大
木

も
多
い
。

ハ
ラ
ナ
シ
で
は
月
平
均
五
、
六
千
人

が
火
葬
さ
れ
る
。
ざ
っ
と
月
に
千
五
百

ト
ノ
の
木
材
が
必
要
だ
。
こ
れ
は
十
五
卜
/

の
ト
ラ
ッ
ク
百
台
分
。
ガ
ン
ジ
ス
川
の

川
底
は
蓄
積
し
た
大
量
の
灰
で
汚
染
さ

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
イ
ン
ド
政
府
は
ガ

/
ジ
ス
川
の
環
境
浄
化
計
画
を
展
開
。

パ
ラ
ナ
ン
市
も
九
O
年
か
ら
ガ
ン

γ
ス

川
の
川
川
岸
に
電
気
炉
火
葬
場
を
二
基
建

設
し
た
。

し
か
し
、
ヒ
ン
ス

l
教
徒
の
多
く

は
、
「
木
を
燃
や
し
た
時
の
炎
が
不
浄

を
清
め
る
」
と
信
じ
、
電
気
炉
に
よ
る

火
葬
を
い
や
が
る
。
仕
方
な
く
岡
市

は
、
行
き
倒
れ
や
身
元
不
明
の
死
者
な

ど
の
火
葬
に
電
気
炉
を
使
っ
て
い
る
。

露
関
者
で
も
五
十
ル
ピ

l
(約
百
五
十

円
)
払
え
ば
火
葬
が
で
き
る
格
安
の
施

設
。
だ
が
、
こ
う
し
た
こ
と
が
、
「
電

にゅうすA、おらむ

気
火
葬
は
貧
者
の
火
葬
」
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
を
幼
長
し
て
し
ま
っ
た
。

し
か
し
、
普
都
を
は
じ
め
ボ
ン
ベ

イ
、
カ
ル
カ
ッ
タ
な
と
大
都
市
で
は
、

す
で
に
電
気
炉
が
導
入
さ
れ
、
安
定
焼

却
の
で
き
る
天
然
ガ
ス
を
使
っ
た
焼
却

炉
の
建
設
計
画
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

イ
ン
ド
の
環
境
保
護
運
動
家
の

M
・

C
-
メ
ヘ
タ
弁
護
士
は
「
古
代
イ
ン
ド

で
は
樹
木
は
神
警
視
さ
れ
た
。
人
口
が

少
な
く
、
森
林
と
人
間
同
と
の
ハ
ラ
ン
ス

が
と
れ
て
い
た
時
代
は
内
木
を
燃
や
す

火
葬
が
適
切
だ
っ
た
。
で
も
、
現
在
は

璽覇軍

深
刻
な
森
林
破
壊
が
起
き
て
い
る
。
環

境
館
護
の
た
め
電
気
炉
亭
使
う
よ
'
品
請

を
盛
り
上
げ
る
特
だ
」
と
い
っ
て
い
る
。

イ
ン
ド
の
人
口
は
将
来
十
億
を
超
す

と
予
測
さ
れ
、
木
材
需
要
は
さ
ら
に
増

え
る
。
い
ず
れ
火
葬
用
木
材
が
環
境
論

者
の
テ

i
?
に
な
る
こ
と
は
避
け
ら
れ

ま
い
。
そ
れ
に
も
ま
し
て
イ
ン
ド
で
不

足
す
る
木
材
調
達
の
場
と
し
て
、
不

パ
!
ル
や
ブ
l
タ
ン
な
ど
ヒ
マ
ラ
ヤ
の

森
林
資
源
が
狙
わ
れ
る
こ
と
を
懸
念
す

る
声
も
出
て
い
る
。

(
一
九
九
五
・
九
・
十
八
・
朝
日
新
開
)

来
月
、

政
府
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
O
D
A
再
開

無
償
で
は
ω
億
円
を

政
府
は
す
八
日
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
へ
の

本
格
的
な
政
府
開
発
援
助
(
O
D
A
)再

開
の
第
一
弾
と
し
て
、
来
月
、
ヤ
ン
ゴ

ン
の
看
護
学
校
の
増
設
、
拡
張
の
た
め

約
十
六
億
悶
の
無
償
資
金
協
力
を
行
う

方
針
を
隠
め
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
対
す

る
本
格
的
な
経
済
援
助
は
七
年
ぷ
り
。

政
府
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
対
す
る
経
済

援
劫
に
つ
い
て
、
一
九
八
八
年
に
軍
事

政
権
、
国
家
法
秩
序
回
復
評
議
会

(
S
L
O
R
e
)が
政
権
を
奪
取
し
て
以

来
、
緊
急
人
道
援
助
以
外
は
原
則
的
に

停
止
し
て
き
た
。
し
か
し
、
軍
事
政
権

が
七
月
、
民
主
化
運
動
指
導
者
、
ア
ウ

ン
・
サ
ン
・
ス

l
・
チ
ー
さ
ん
の
自
宅

軟
禁
を
解
除
し
た
の
を
受
け
、
円
借
款

な
と
の

O
D
Aを
段
潜
約
に
再
開
削
す
る

方
針
を
打
ち
出
し
た
。

今
回
の
無
償
資
金
協
力
は
こ
れ
に
先

立
つ
も
の
で
、
先
月
末
ま
で
に
現
地
へ

の
調
資
問
派
遣
を
終
え
、
援
助
額
や
時

期
な
ど
を
検
討
し
て
い
た
が
、
来
月
に

は
両
留
に
よ
る
交
換
公
文
の
著
名
を
終

え
、
援
助
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ

た。
対
象
と
な
る
ヤ
ン
ゴ
ン
の
看
護
学
校

は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
居
内
唯
一
の
看
護
婦

養
成
所
。

養
成
所
は
一
九
八
三
、
八
四
の
二
年

間
に
わ
た
る
日
本
の
無
償
資
金
協
力

(
総
額
約
二
十
九
億
円
)
に
よ
っ
て
建
設

さ
れ
た
が
、
そ
の
後
、
老
朽
化
や
手
挟

に
な
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
増
設

の
必
嬰
性
に
迫
ら
れ
て
い
た
。

円
借
款
に
つ
い
て
は
、
契
約
後
凍
結

さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
ヤ
ン
ゴ
ン

国
際
空
港
の
拡
張
整
備
工
事
な
と
八
つ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
再
照
に
向
け
て
、

技
術
的
な
見
直
し
作
業
を
進
め
て
い
る

が
、
「
具
体
的
な
円
借
款
再
開
は
来
年

度
以
降
に
な
る
」
(
外
務
省
筋
)
見
通
し

だ。

(
一
九
九
五
・
九
・
十
九
・
産
経
新
開
)

/03 



2 東南ア y ア諸国等人u.間売基礎調査報告書

イ/ドl対

Rcport on the 13a~iじ SUfvey of Populatiollλ0<1 

Dc¥'clopment in Southeaは AsianCountn刊

India 

3 中華人民共和同人口 京族計由第一次総理調会r報告書

Basic Survey(II) on Populatiol1 and Family P!anning 

in thc Peop!e's Republic of Chinλ 

生育宇和生活水平美!!，、第二大中 H合作尚査研究掠

合格 (中国語版)

4 ネハ ル王由人口 京挟計画基礎調売

Basic Sur¥'cy Reporl on Population and Hunily 

P!anning in thc Kingdom of Nepa.l 英語版)

5. H ~ドの人U 都市化と開発

Vrbarli1.ation and De¥'c!opmcnt in J叩拙 (爽語版)

6 ハンコク町人口石川』化ど生活環境 N，iH調宣

テタ嗣

Survcy of Urbani剖 tiOll，Living Environmcnt and 

Wclfarc In Bangkok Data 

(英語版)

7 スライド

日本町都市(仁左人u 日本語同)

UrbanizatlO11 and Population in Japan 英語目)

日本的城市ft与人 u 中凶語版)

Urbanisasi Dan kcpendudukan Di Jepang 

(イム〆ド千ンア言語悶)

昭和61年度

1 アジア諸田内農村人口と農業開発に関する調査報告書

インドネンア回

Rcpcτt on the SUJ'vey of Rural Population and 

;¥gncull¥lfal Development in ASJall CountIies 

Indo!lt'日l(l英語版)

2 東南アンア諸出等人U 開発基礎調査報告古

インドネンア国

Report on the Rいせじ SUf¥'ey of Populatio!l and 

Developn1創立 inSouthE'a~t Asian Countrie:; 

In山 nesia--(英語版)

3. (t-..日留学生の学習左 'f.i昌条件にl瑚寸る研究

人的能力開琵円課題に即して

4 日本円労間カ人nt開発

Labor Force and Deve!opment in ]apan (英語版)

5 人!1左開発関連杭計集

Dem【graIホトcand So叩 Economic Indicators on 

Population and Dcw!opmcnt 英Z苦1'1) 

昭和56年度

l 中華人民共和国人n京族計両基礎調貴報i1t-'}

Basic Surw'y on Population and Family Planning 

in thc Peopl山 Rep山 licof China 英語制)

生育平和生活水平美!!，、中臼合作 i司-k研究促官名

(中出詰問)

昭和59年度

1 アンア諸国内農村人口左農業開発に関する詞査報告書

イノドIEJ

Report on the Survey of Rural Population imd 

Agricultural D巴velopmentin A白川nCountri目

India 主語版)

2 東南アジア諸問等人口 開発}よ礎調査報告書

タイ国

Report on the Basic Survey of Populatトonand Dcvc 

lop!llcnt in Southeast Asum Countries 

Thailand 

3 日本内人口転換と農付閲覧

Demogwphic Tran叫即日 in Jar羽 nand Rural Deve 

IOP!l1cnt 失諮問)

4 . Survcy of Fcrtili匂 andLivin反 Standard日 mChincsc 

Rural Area日 Dala- All th"， hou~eholùs of two 

vi1!ages in Jilin Province sl1I¥'eyed by Q山 st:o:mlires

(英語版)

美子中同衣付的人口生脊*う生活水平的時宜彼告

'1 干吉林省 F司令付近fT全戸商誌 1問先(j~) r古来

坑 il.i同 (中[iJ語同)

5 スライド 日本円農薬、農村開発ε人U

その軌跡 ( H本詰問)

Agricultural & Rura! Dcvelopment and， Population 

in Japan 買訪問)

" {、衣立衣村的友民和人口的推移(中国語悶)

Perkembangan Pertal1iぬ11. l'd出川rakal Dc日 D，o
k叫淀川udukanDi Jぜp<illg イノトネンア語版)

llJ上 3カ回目スライトは、 H本産業教育スライドコ

/ク ルにて置秀賞を受賞LまLた)

昭和60:年度

1 アジア諸凶の農村人Uと農薬開発仁関する詞宣報告書

タイ同

Report on the SUfvey of Rural Population and 

Agricultural Development in A出 m 仁川I1tnes

Thailand--(英E右附)
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2 東南アンア諸国等人口 開発基礎調査報告書

中華人民共和国

R町)(1fton the Basic Survey of Population and 

Development in Southeast AsiおnCountries 

China--(英語版)

3 アンア諸留からの労働力流出に閲する詞査研究報告書

タイ出…

4 日本町人口左京挟

Population and the Family in ]apan (英語版)

5 アンアの人口転換と照尭 統計集

Demographic Transition and Development in Asian 

c。凶tries 印叩viewand Statistical TabJes 

(英語版)

6 スライド

日本町人口と京枝(日本語版)

Family and Population in ]apan 

Asian Experience--(英語版)

H本的人口与京庭(中国語版)

Penduduk & KeJllarga Jepang (イ/ドネンアE長問)

7 ベル 共和巨人口家族計画基礎調査

平成元年度

l アンア諸国同農村人口と農業開発に関する謂査報告書

J、ングラテdンユ国

Re凹 rt on the Sur凹 y of Rllral Population and 

Agricultural Development --Bangladesh… 
(英語版)

2 東南アンア諸国等人口 開発基礎調査報告書

ーネパル回

Re伊 rt on the Basic Sur¥'ey of Poplllation and 

Development 凶 Southeast Asian COllntries 

Nepal- (英語版)

3 アジア諸国からの労動力流出に閲する調査研究報告書

マレ ンア国

4 日本町人口構3宣変動と開発

一一高齢化円アジア的視占

Structural Change in Population and Development 

一一一 ]apan'sExperience in Aging -- (英語版)

5 スライ下

高齢化社会への日本町挑戦

生きカいのある老後を目指して (日本語版)

Aging in ]apan - ChβlIenges ahd Prospects 

(英語版)

近人高般化社宮的g本正面幅跳検

追求具生命意え的老年生涯 (中出語版)

IOS 

6 スライド 日本町産菜開発と人口

その原動力・竜坑 ( B本語版)

lndustrial De¥'e1opment a吋 Populatio!l in ]apan 

The Prime Mover凹edricity---- (英語版)

日本的F立友展与人口

其原i7J力 曳'---¥-中間話柄)

Pembangunan Industri dan kependudllkandi ]epang 

Penggerak Utama.Tenga Lislrik 

(イントネンア語間)

7 ネパ ル王国人口京族計画第次基礎調査

Complementary Basic Survey Repωt on Population 

a以IFamily Planning in the kingdom of Nepal 

昭和62年度

1 アジア諸凶町農村人口止農業開発に関する調Ii報告書

中掌人民共和国

Report on the SUI¥川eyof Rural Populat凶nand 

Agricultural Development in Asian Counlries 

China- 英語杭)

2 東南アジア諸伺等人口・開発JJ;礎調査報告書

中茶人民共和国

Report on the Basic Survey of Population and 

Development in Southeast Asian Coun!ris 

China- (英語町)

3 アンア諸国からの労開力流出仁関する調堂研究報告書

フィリピン同

4 日本内人口と農業開発

P句)ulationand Agricultural Development in ]apan 

(英語版)

5 ネ，、 ル町人口・開発・環境

Population， D目で]opmentand EIl\~ronment in Nepal 

(失語版)

6 スラ fド

日本町人口移動と註出発畏(日本語版)

The i'vligratory l¥lo¥'ement and Economic De¥'elop 

ment in ]apan 英語版)

日本的人口移劫与吐i~没展 (ψ国語間)

Perpindahan Penduduk Dan PerkembanRim Ekonomi 

四 ]epang (イノドネンア語版)

7 トルコ国人口京臨計同基礎調台

昭和63年度

: アンア諸国町農村人口止農菜開発に関する調査報告書

ー ネパル回

Report on the Survey of Rural P.ζpulatio!l and 

Agricultural Development in Asian Counlries 

Nepal 英語版)



3 アジア諸国からの労働力流出に関する詞査研究報告書

中卒人民共和国

4 日本町地域開発左人口 1990年代的展望

l~egÌonal Developmcnt and Populiltion in ]apan 

I町 ndsand Prospccts in the 1990，; 

(英語版)

5 スライト

日本町地域開発ど人rl (H本語問)

RegInal Devc!opment and PopulatioJl in Jal泊n

(英語版)

日本的区域子干没和人口(中出語版)

Pcrmbangunan Daerah山nPopulasi di Jcpang 

(イノドネンア版)

6 アジア内労働力移動

Labor 11igrati仙 inA~ia 英語悶)

平成 4年度

1 アンア諸国内農村人nt農業開発に関する謂奈報告書

マレ ンア凶

Report on the Survey of RW'al Population and 

Agricultu日! Deve!opment 

(英語版)

λlalavsia 

2 東南ア y ア諸国等人日 開発基礎調査報告書

一一ー父トナムドi

Report on the Basic Survey of Population and 

Development in Southeast 八sian Counlries 

Vict Nam--(英語版)

3 アr ア諸問かりの労開力流出に関する調査研究報告書

スリランカ国

4 アンアの産業転換ξ人口

Jndustr凶 Transi凶 n and PoplI!ati叩 in Asia 

(笑語悶)

5 スライド

明日に生きる 日本町i主菜転換と人11

(日本語閤)

Living fOf Tomoπow ---Jndustrial 

T日 nsitionand Population in Jar沼n

(英語版)

生活在明天 日本的F立持倹与人u

(中国語同)

Hidup Untuk Hari Esok Peralihan Str叫{Iur

lndustri Dan Populasi Di J巴pang-

(イ/ドネンア員長円)

平成 5年度

1 アジア諸国内農村人口と農業開発に関する調査報告書

一-¥トナム巴

Tantangan 11asyar礼katLanjut usia Jヒpang

(インドネン f 語版)

6 アンア諸国内農業閲覧 5ヵ照的比較

Strategic ;-".!t>ilsures for the Agricultural Develol川lent

Comp31a.tive Stmdies on Fi¥'c Asian Countrieぉ

(英語版)

(本作品は、四~IO竿0む H 本視聴覚教育協会支催檀茸映

像教材選禁社会教育部門で毘秀賞を受賞。)

平成 2年度

1. 7ンア諸国的農村人口と農業開売に開?る詞査報告書

フィリピノ国一一一

Report on thc Sur¥'ey of Rura! Popu1ation and 

Agricultural D引 で!opmcnt ----Phihppine 

(英語問)

2 東南アンア諸国等人口 問琵基礎詞査報告書

ハノクラデr ユ

Report on the Basic SUrvey of Popu1ation and 

Developll1ent in Southeast Asian Countnes 

Ban氏ladesh- 英語目)

3" 7・y ア諸llJからの労抗力流出に間?る詞奇研究報告書

イノドネンア田

4 日本円人口開発向域 アンアの暗殺

Population， D円re!opment and Em'u"ωl!l1ent 1Il 

.!apan - -Asian Experien日一(芙語同)

5 スライト

日本的現境人口 開発(日本語同)

Envir叩 ment， Population and Development lrl 

Japi!11 英語版)

日本的刃:境 人口 7干左(<p出語目)

Lingkung叩 Pendudukdal1 Pemban削 nanjepa.ng 

(インドネンア詰問)

(本作品は、 1991年帥日本祖聴覚教育協会主催霞秀映

f象教材選奨社会教育部門で[是芳首を受賞。)

6 アンアの人口都ilift 校言十集

Prospects of Urba.nizdtion in Asia 英語版)

平成 3年度

l アンア諸国的農村人nl;農菜開発に関する詩査報告書

一一一スリラ/カ出

Report on the Survcy Rw-al Population and 

AgricultllraJ Dcvelopment ------Srilanka 

(英語版)

2 東街アンア諸国等人口・開発草礎調査報告書

フィリピン国

Report on the 13asic Surv町 of Population and 

Developmcnt in Southeast AsI<川 Countries

Philippines--(英語版)
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Report on the Sillvey of Rwal Population みnd

Agricultural DeveJopment --Viet N-'m 

(英語民)

2 東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告書

スリランカE
Report on the Basic Sw'¥'ey of Population and 

DむveJopmcnt in Southeast Asian Countries 

Sri Lanka --- (吏語版)
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Challenge山ldStrategy uf Auan Natωns 

Population and Sustainablc Dcvelopment 

(主語版)

女性向地位向上と fl本町人口
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w叩 lcnand thcir Challenges --Jmpro¥'ements 

in the Status of Women the POj)ulation uf ]apan 
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女性的挑故
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Emansipasi ¥Vanita dan Populasi ]epang-
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民

女性地位的提高与日本的人口

平成 6年度

5 スライド

女たちの挑戦

農
林
水
産
省
委
託
潟
査
寸
ア
ジ
ア
諸
国
的
発
展
段
階
別
農
業
・

農
村
開
発
基
礎
調
査
」
予
備
調
査
同
を
川
キ
ス
タ
ン
閉
山
に
派
遣

G

(
団
員
楠
本
修
)

厚
生
省
国
際
厚
生
事
業
問
委
託
調
査
「
ア
ジ
ア
諸
国
内
部
市

化
と
開
発
L

謁
査
団
を
、
不
パ
!
ル
国
に
派
遣
。

(
凶
長
相
生
稔
、
大
塚
友
美
、
北
畑
靖
代
)

フ
ィ
リ
ヒ
ン
・

7

ニ
一
フ
の

A
F
P
P
D
女
性
委
員
会
に
南
野
知

悪

f
回
参
議
院
議
員
が
出
席
。
比
同
本
修
A
P
D
A
主
任
研
究
員

を
派
遣
。

国
際
女
性
、
人
口
・
開
発
議
員
会
議
準
備
会
(
東
京
)
。
桜
井
新

A
F
P
P
D
議
長
、
清
水
嘉
母
子
J
P
F
P
事
務
局
次
長
、
安

藤
博
文
U
N
F
P
A
事
務
次
長
、
ン
フ
・
カ
レ

A
F
P
P
D
事

務
局
長
、
広
瀬
次
雄
A
P
D
A
常
務
理
事
・
事
務
局
長
。

国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
女
性
問
題
部
会
。
清
水
嘉
与

f
・

参
議
院
議
貝
を
中
心
に
第
凶
回
世
界
女
性
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(
F
W
C
W
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へ
の
参
加
問
題
な
ど
を
協
議
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包
際
女
性
、
人
口
・
開
発
議
員
会
議
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営
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清
水
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与
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・
国
際
女
性
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人
口
開
発
議
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F
G
P
日
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貝
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ィ

7
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タ
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9 8 
月 1月

30 
日呂

9
丹
日
日

l
M
日
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間
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2 アンア諸国町都市化左開発調査報告書一一タイ回

Re開)rton the Surveyof Urbani日tionand Dcvelopment 

in Asian Countries --Thailand-- (英語閤)

3 アジア諸国町人問責荷偶発と労働力に関する詞査研究

報告書 -~えトナム国

4 アジアの女性労働力参加と経済発展

-，，21世紀的戦時

¥Vomen's Labor Participation and Economic De¥'εlop 

ment in Asia --Strategy toward 21 Century 

Il英語版)

5 スライド

アジア円女性たちはいま ( B本語版)

New HorilOns for thc ¥Vomen of Asia (英語版)

~制担女的新!，i程(中国語版)

Wanita Asia Kini ...... (インド名ンア言会問)
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A
F
P
P
D
事
務
総
長
、
安
藤
博
文

U
N
F
P
A
事
務
次
長
、
ヘ
ル
ナ
ン
・
サ
ン
ヘ
ザ

I
A
P
G
事

務
局
長
ン
フ
目
カ
レ

A
F
P
P
D
事
務
局
長
、
広
瀬
次
推
A

P
D
A
古
務
理
事
・
事
務
局
長
。

A
F
P
P
D
運
営
委
員
会
開
催
。
桜
井
新
A
F
P
P
D
議
長
、

ク
エ
ン
・
テ
ィ
・
タ
ン
副
議
長
、
庁
ツ
サ
ン
・
タ
ヤ
ラ
部
議
長
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フ
ラ
ソ
ソ
ブ
一
フ
タ
ナ
コ
!
ン

A
F
P
F
D
事
務
総
長
、
コ
リ

ン
・
ホ
ワ
ス
議
員
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財
務
担
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、
安
藤
博
文
U
N
F
P
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事
務
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長
、
ン
フ
カ
レ

A
F
P
P
D
事
務
局
長
、
広
瀬
次
雄
A
P

D
A
常
務
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事
・
事
務
局
長
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国
際
女
性
、
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口
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開
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京
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ル
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ュ
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オ
タ
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で
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催
。
国
際
女
性
、
人
口
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開
発
議
員
会
議
「
東

京
宣
言
し
採
択
。
五
十
八
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議
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よ
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出
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機
関
な
と
約
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名
が
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加
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農
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水
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託
調
査
寸
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ジ
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国
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発
展
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加
農
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目

農
村
開
発
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調
査
L

予
備
調
査
凶
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川
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国
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長
福
井
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一
、
大
野
昭
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催
。
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に
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予
算
案
を
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認
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み
、
世

界
平
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実
現
に
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を
し
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組
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目
一
応
首
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と
、
笹
川
良
一
・
日

本
船
舶
振
興
会
会
長
の
雨
戸
口
主
が
、
酷

暑
に
う
た
る
七
月
、
相
次
い
で
急
逝
さ

ー
た

U

福
田
元
首
相
九
|
歳
、
笹
川
会
長
九

十
六
歳
、
と
も
に
寸
天
寿
」
を
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う
さ

L
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訓
仰
の
た
め
人
の
た
め
、
社
会
公
共

の
た
め
に
奉
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す
る
。
そ
の
奉
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の
多

寡
が
人
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値
判
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的
思
準
と
な
る
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(
福
凶
一
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首
相
)
、
寸
世
界
は
一
家
、
人
組

皆
兄
弟
し
(
笹
川
会
長
)
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|
明
快
に
し

て
卓
越
し
た
こ
の
一
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口
は
、
生
前
の
お
ふ

た
り
の
日
く
せ
で
あ
り
、
人
生
哲
学
だ

勺
た

G
明
治
、
大
正
、
昭
和
、
平
成
と
、
激

動
的
四
世
代
を
峻
烈
に
生
き
、
明
治
の

気
骨
を
貫
い
て
世
界
に
時
や
き
を
与
え

つ
つ
力
生
涯
現
役
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を
逸
さ
れ
た
お
ふ

た
り
に
、
謹
ん
で
哀
悼
の
誠
を
倖
げ
る
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。
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京
・
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・
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ー
ォ
ー
タ
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で
開
聞
か
れ
た

I
M
P
G
P
D
は
百
家

争
同
町
、
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か
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か
の
圧
巻
だ
っ
た
。

中
山
太
郎
議
員
懇
会
長
が
、
主
催
者

挨
拶
で
「
日
本
で
は
、
利
払
の
母
、
中
山

7
サ
が
初
め
て
厚
生
大
臣
を
つ
と
め
ま

し
た
L

の
く
だ
り
で
は
、
会
場
か
ら
万

言
内
拍
手
。
も
め
に
も
め
た
二
日
目
的

「
京
京
宣
言
L

円
ま
と
め
で
は
、
治
水

嘉
与
イ
議
長
の
鮮
や
か
な
子
婦
さ
は
き

で
無
事
軟
着
陸
。
司
会
的
南
野
知
恵
了

参
院
議
只
と
い
い
、
堂
本
暁
子
参
院
議

員
的
。
北
京
へ
の
提
案
ヘ
川
橋
幸
子
参

院
議
員
的
発
一
言
と
い
い
、
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大
初
な
で
し

こ
。
議
員
の
健
闘
ぶ
り
が
光
っ
た
。
政

局
多
忙
な
た
め
、
日
本
国
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議
員
の
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加
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が
少
な
か
っ
た
の
は
残
念
だ
っ
た
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、
阿
部
昭
吾
、
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祥
三
、
松
岡
利
勝
、

福
島
盟
の
各
衆
議
院
議
貝
と
、
石
井
道

子
、
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子
、
森
山
真
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、
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崎
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議
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び
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、
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主
催
凶
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只
の
務
め
を
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に
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て
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た
。
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で
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世
界
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会

議
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け
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か
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た
主
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と
り

ま
と
め
に
は
臨
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い
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